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1.目的
　本規定は、株式会社厚科研のデータ分析の適切な管理運用の手順を定める。
2.適用範囲
　品質管理監督システムのデータ分析の運用管理に適用する。
3.用語及び定義
4.手順
4.1データの明確化と分析
品質管理監督システムの適切性及び有効性を実証するため、また、品質管理監督システムの有効性の改善を評価するために適切なデータを表1のとおり明確にする。
4.2データの分析
品質保証部の担当責任者は、表1で特定した情報源について、適切な統計的手法を用いてデータ分析を実施し、適宜、関係部門に提供する。
表1　データ分析の対象
	データ分析によって提供する情報
	情報源
	分析の時期

	製品受領者からの意見
	苦情
安全管理情報
	毎月

	製品要求事項への適合性
	試験検査の結果
不適合製品の発生状況
	毎月

	予防処置の機会を得ることを含む、工程と製品の特定及び傾向
	内部品質監査結果
工程の監視及び測定結果
	都度
毎月

	供給者
	供給者の評価結果
	都度


4.3 データの分析結果の活用
品質保証部の担当責任者及び関連部門の担当責任者は、データ分析の結果、得られた情報は、品質管理監督システムやそのプロセスの有効性を維持するための改善に役立てる。
　品質保証部の担当責任者は、是正措置や予防措置を開始するためのインプットとするとともに、管理監督者照査の工程入力情報として活用する。
4.4記録の保管
データ分析の結果は、品質記録管理規定に従い、保管する。

5　附則
　1)　この規定の管理の責任者及び承認者は品質保証部長とする。
　2)　この規定は、承認日から有効とする。
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	分析日
	年　　月　　日
	担当者
	○○　○○

	得るべき情報
	· 製品受領者の意見
· 製品要求事項の適合性
· 工程及び製品の特性及び傾向
□　購買物品の供給者　　　　　　　　　※該当項目に□欄にﾁｪｯｸする

	分析結果：製品受領者の意見
 SHAPE \* MERGEFORMAT 



＜考察＞
　　・上記グラフに示されているように、２月及び３月は製品苦情が増えていたが、製品改善により、４月には苦情が減っている。



得るべき情報で選択したデータの分析結果を表記する。


　得られたデータを管理監督者照査等に反映させること。









